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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・環境整備担当者より、昨日の庶務による巡視で指摘された項目について報告あり。ごみ箱の下部分、壁、扉の淵が汚れている為、注意して掃除をするようにしましょう。2階職員用トイレに掃除用具をしまっているが、不適切である為、空き部屋を倉庫として利用するようにしましょう。

・2/5、2/6法人研修あります。17：30～18：30　4階メモリアルホール
・異動希望、上司評価をメールにて各部署AOMへ送ること。締め切りは2/13（金）

＜利用者情報＞

・坂本　福子　様～久しぶりに来所しており､本人と面談を実施。本日来所出来たことを評価すると､｢はい､頑張って来ました｣と笑顔で話している。眠気が強く､18時～翌10時頃まで寝すぎてしまうと話しているものの､日中は家事等をして動くようにしているとのこと。近隣住民等に対する不安もなく､穏やかに過ごすことが出来ている様子。｢薬の副作用なのか､寝ている時に背中がざわざわすることがある｣｢厚いコートを着て寝ると､少し和らぐ｣等と話しており､自分なりに対処出来ている。また､来所後すぐに野月利章様の側に座ることがあり､本人に大丈夫か確認すると､｢会っちゃったし､避けづらくて｣｢今のところは､嫌な感じもないです｣と話している。辛い際は､いつでも職員へ相談いただきたいことを伝える。
・吉田　キクエ様～昨日帰荘後、青風荘スタッフと目が合うと、「あの～、ダテ眼鏡が欲しいんだけど」とニヤつきながら話している。度が入った眼鏡なら分かるが？と尋ねると、「えへへ」と笑って誤魔化している。何度も「眼鏡が欲しい、お願い」と話される為、どのスタッフでも購入理由・必要性は尋ねるという事を説明すると、ニヤニヤしながら自室へ戻られている。本日は青陽館では、眼鏡についての訴えは聞かれていない。
・古舘　正行　様～昨日帰荘後も独語・空笑頻回で、落ち着きの無さ、眼光の鋭さも目立っている。本日はテーブルに置いてある他者のコップ（古舘様と同じ色の物）を間違って手に取ったところ、他者より大声で注意されている。スタッフ介入によりトラブルとはなっておらず、落ち込んだ様子が見られていた。しばらくすると、落ち込んだ様子は見られていない。
・古川　富蔵　様～昨日帰荘後、「便が硬くて詰まって出ないから、肛門の左右がボコッと盛り上がっているんだよ」と青風荘スタッフへ訴えている。目視にて確認すると肛門に異常は見られず、「トイレで踏ん張っている時にそうなってた。今は大丈夫だ。」と話されている。継続して水分摂取・腹部マッサージを促し、便が硬いため肛門に負担がかかる事から、無理に排泄しないよう助言しているとのこと。本日、排便あったが腹痛等の訴えは聞かれていない。
・倉橋　生子　様～昨日17：50体温36.9℃、帰荘後20：50体温36.0℃で、本人「下がったね、大丈夫だ」と笑顔で自室へ戻られている。帰荘後ホールにて座りながら閉眼している事が多く、時折閉眼したまま空笑見られている。

　　　　　　　　　本日は、体温35℃台で経過しており「ぐっすり眠る事が出来たからかもしれない」と話されている。

・八木橋　牧男様～昨日、来所時不調の訴えはないが、37.0℃の発熱があり状況を確認。身体不調は特に無いとのことで、17:00再検の結果、36.4℃まで解熱している。その後18:00頃に前頭部の頭痛と寒気を訴えるが、発熱はなく、その他不調の訴えはない。他利用者と麻雀をしながら過ごしており、終了後には「治まってきた」と穏やかに話している。

＜外来情報＞
・平　康子　様　～鹿内内科で風邪薬が処方されているが、外来受診時「破棄してほしい。安ヶ平先生の薬じゃないと効かない。」と話している。当院で風邪薬を処方している。「鹿内内科で尿検査の際、糖が出た。」との発言があり、次回受診時、尿検査施行予定。検査当日は食事を摂らずに検査するよう伝えている。

・鈴木　真知子様～本人は水をあまり飲んでいないと話しているが、青風荘スタッフより多飲水傾向であると、主治医へ情報提供している。主治医より水を飲み過ぎないよう説明している。

・坂本　健治　様～幻聴が改善されてきているとの事で、薬剤調整している。リントン（1.5）2T朝・夕→リントン（1.5）1T朝に変更。バチール（200）3T朝→2Tに変更。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　根地戸　恵　様　）

実施日：H27年2月5日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：三浦・戸賀沢・川井

参加者：三浦､川井、松橋、生駒、小屋敷、戸賀沢、油津

検討内容　

	氏名
	根地戸　恵　様
	性別
	女
	年齢
	34
	生年月日
	昭和55年4月7日

	主病名
	統合失調症(F20)
	合併症
	子宮頸部高度異形成

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状を維持し､地域生活を継続する。


	本人希望
	不安になることなく､地域生活を続けたい。

いずれ就労できるようになりたい。

	家族希望
	安定した病状を維持し､落ち着いて生活することができる。

	入院歴
	計3回　　当院2回（1回目:H25.9.11～H25.9.24､2回目:H26.12.2～H26.12.15）

	通所歴
	1回目

· 今回：H27.1.12～現在（週2回/月･金曜日）

	その他サービス利用
	特記なし

	住居：自宅（両親と3人暮らし）

主援助者は母(66)で治療に協力的であり､本人との関係性も良好。
兄2名とはあまり交流がない。妹とは交流あるものの､妹に対して八つ当たりしてしまうこと等があり､上手に関係性を築けていない。
	家族構成







	利用制度
	· 障害基礎年金1級　受給中

· 精神障害者保健福祉手帳1級　受給中(有効期限：H28.4.30)

· 自立支援医療制度　受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①不安を感じた際､自分で対処することが出来るようになる。

②他者と上手にコミュニケーションを図れるようになる。
	①不安を感じた際､職員とともに自ら解決方法を考え､実行することが出来る。
	①不安を感じた際､職員へ相談することが出来る。
	①職員へ不安について相談し､職員とともに不安の内容を整理して､解決方法を考える。職員は､不安について本人とともに整理し､解決方法をともに検討する。

	
	②発言をする前に､言われた相手がどう感じるか考え､相手を傷つけないように話をすることが出来る。
	②相手を傷つける発言をした際､自分の発言について職員とともに振り返ることが出来る。
	②相手を傷つける発言をしないよう､自分の発言を意識してコミュニケーションを図る。傷つけるような発言をした場合は､職員とともに振り返り､どうして相手が傷ついたか理解出来るよう助言する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不安を感じた際､職員へ相談することが出来る。
	達成度30％。

環境変化や些細（苦手な利用者がいる等）で不安が強まり､落ち着きなく職員へ話し掛け続ける行動が目立つ。自分で不安を解決することは困難であり､随時職員が不安を傾聴し､安心出来るよう本人が不安を感じている内容に対する振り返りを行っている。また､｢なんか､自分の鼻がないように思えて｣等の妄想を訴え､一日に何度も鏡を確認する等の確認行為が認められ､鏡を職員とともに確認する､考えすぎないよう別のことに集中する等の方法を本人と検討。本人も｢気にしないようにする｣と納得し､以後は同様の不安を訴えることもなく､鏡を確認する行為もなくなっている。
	今後も随時職員が不安を傾聴していき、本人が不安に感じている内容の振り返りを行っていくこととする。確認行為についても、職員とともに確認を行うこととし、目標継続とする。

	②相手を傷つける発言をした際､自分の発言について職員とともに振り返ることが出来る。
	達成度10％。

人懐っこい性格で､職員･他利用者に対して臆することなく笑顔で話し掛けることが出来る。しかし､相手と会話する際､発言によって相手がどう感じるか考えずに､｢アンタ､うるさいよね｣｢この人､○○なんだって｣等と簡単に発言し､相手を傷つけることがある。また､年代が近い男性職員･男性利用者に対して距離が近い様子が目立ち､随時適切な距離を保つよう説明している。他者との適切な距離感が分からないこと､相手のことを考えずに発言してしまうこと等が目立ち､上手にコミュニケーションを図ることが必要。逆に、相手から傷つけられるような発言をされた際には、そのことを気にして不安になり、その人がいる環境を遠ざける傾向あり。
	他利用者を傷つける発言に対して、職員から注意・助言をしても理解できないと考えられる。相手を傷つける発言があった際には、本人自身がその発言について考えられるよう職員と話し合いを行う。その際、注意散漫となりやすい為、職員と1対1での面談が良い。目標継続とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①不安を感じた際､自分で対処することが出来るようになる。

②他者と上手にコミュニケーションを図れるようになる。
	①不安を感じた際､職員とともに自ら解決方法を考え､実行することが出来る。
	①不安を感じた際､職員へ相談することが出来る。
	①職員へ不安について相談し､職員とともに不安の内容を整理して､解決方法を考える。職員は､不安について本人とともに整理し､解決方法をともに検討する。

	
	②発言をする前に､言われた相手がどう感じるか考え､相手を傷つけないように話をすることが出来る。
	②相手を傷つける発言をした際､自分の発言について職員とともに振り返ることが出来る。
	②相手を傷つける発言をしないよう､自分の発言を意識してコミュニケーションを図る。傷つけるような発言をした場合は､職員とともに振り返り､どうして相手が傷ついたか理解出来るよう助言する。


